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早
い
も
の
で
、
私
は
薬
学
部
卒
業
後

（
昭
和
52
年
卒
、
54
年
修
士
修
了
）、
あ
と
2
年

で
定
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
修
士
課
程
修
了
後
、
徳
島
大
学
附

属
病
院
で
2
年
間
、
そ
の
後
高
知
県
に

赴
任
し
高
知
医
科
大
学
附
属
病
院
（
現

在
の
高
知
大
学
）
に
創
設
準
備
時
か
ら
23

年
間
、
そ
し
て
平
成
16
年
か
ら
高
知
医

療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
準
備
（
高
知
県
と
高

知
市
の
統
合
病
院
）
に
携
わ
り
翌
年
の
開

院
後
か
ら
現
在
ま
で
の
8
年
間
、
合
わ

せ
て
33
年
間
を
幸
い
に
も
？
病
院
薬
剤

師
と
し
て
の
仕
事
に
一
貫
し
て
従
事
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
、
本
誌

執
筆
の
機
会
を
頂
き
、
改
め
て
私
自
身

の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
そ
の
時
々

の
仕
事
の
中
で
見
つ
け
た
目
標
（
課
題
）

と
仕
事
に
対
し
て
抱
い
た
思
い
、
そ
し

て
今
「
職
業
に
就
く
」
と
い
う
こ
と
へ

の
自
分
な
り
の
考
え
を
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

私
自
身
思
い
起
こ
し
て
み
る
と
、
大

学
生
の
頃
、「
就
職
」
に
対
し
て
明
確

な
目
標
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
就
職
前
に
は
、「
薬
剤
師
の

資
格
を
取
得
し
、
病
院
で
し
ば
ら
く
経

験
を
積
ん
だ
上
で
親
の
薬
局
を
継
ぐ
か
、

そ
れ
を
生
か
し
た
職
業
に
就
く
か
」
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
は
病

院
に
就
職
す
る
こ
と
は
、
調
剤
を
主
体

と
し
た
業
務
を
行
う
こ
と
で
、
な
か
な

か
仕
事
に
対
し
て
目
標
を
持
ち
、
一
定

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

私
は
昭
和
54
年
、
徳
島
大
学
附
属
病

院
に
臨
時
職
員
と
し
て
就
職
し
、
2
年

間
病
院
薬
剤
師
の
基
本
業
務
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
期
間
に
教

わ
っ
た
こ
と
が
、
今
の
考
え
方
の
基
礎

と
な
っ
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
自
分
に
と
っ
て
は
2
つ
の
転

機
を
迎
え
、
そ
の
都
度
新
し
く
目
標
を

設
定
し
達
成
し
て
き
ま
し
た
。

一
つ
は
、
高
知
医
科
大
学
附
属
病
院

で
創
設
準
備
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
当

時
、
処
方
せ
ん
は
手
書
き
、
調
剤
は
手

作
業
で
、
今
の
よ
う
に
院
外
処
方
せ
ん

に
よ
る
医
薬
分
業
は
全
く
普
及
し
て
お

ら
ず
、
外
来
調
剤
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
て
い
ま
し
た
。
誰
も
が
如
何
に
業

務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
か
を
課
題

と
し
て
考
え
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
折
、
高
知
医
科
大
学
附

属
病
院
で
創
設
準
備
の
た
め
の
職
員
募

集
が
あ
り
、
早
速
受
験
し
昭
和
56
年
に

高
知
へ
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

赴
任
後
、
最
初
に
行
っ
た
の
が
、
文
部

省
の
モ
デ
ル
事
業
の
一
つ
で
、
院
内
の

診
療
運
用
に
対
す
る
C
P
U
シ
ス
テ

ム
の
導
入
で
し
た
。
今
で
言
う
、
オ
ー

ダ
リ
ン
グ
や
検
査
、
画
像
デ
ー
タ
の
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
結
果
表
示
な
ど
へ
の

I
C
T
導
入
で
、
情
報
伝
達
の
精
度

向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
構
築
で
し
た
。
C
P
U
シ

ス
テ
ム
は
、
大
学
で
も
個
人
で
も
全
く

学
ぶ
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
本
当
に

苦
労
し
ま
し
た
。
開
院
後
、
処
方
オ
ー

ダ
シ
ス
テ
ム
を
調
剤
業
務
に
利
用
で
き

な
い
か
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
を
設
け
、

調
剤
機
器
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
連
動
し
た

自
動
調
剤
シ
ス
テ
ム
や
自
動
薬
袋
作
成

シ
ス
テ
ム
を
全
国
に
先
駆
け
て
開
発
を

実
現
し
、
多
く
の
施
設
か
ら
見
学
者
が

来
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
、

こ
れ
ら
は
電
子
カ
ル
テ
導
入
の
際
に
は
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
転
機
は
、
平
成
16
年
に

高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
赴
任
し
た
こ
と

で
す
。
こ
こ
で
は
、
前
任
地
の
経
験
が

非
常
に
役
立
ち
、
電
子
カ
ル
テ
、
薬
剤

業
務
の
I
C
T
化
な
ど
、
全
体
の
シ

ス
テ
ム
構
成
が
事
前
に
理
解
で
き
た
た

め
、
無
事
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
実
務
の
面
で
特
に
力
を
入

れ
た
の
が
、
薬
剤
師
の
病
棟
常
駐
と
抗

が
ん
剤
の
レ
ジ
メ
ン
管
理
・
無
菌
調
製

業
務
の
実
施
で
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
は
、

高
知
県
は
も
と
よ
り
全
国
的
に
も
実
施

し
て
い
る
施
設
は
少
な
く
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
を
先
取
り
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
も
の
で
、
特
に
薬
剤
師
の
病
棟
常
駐

は
、
全
病
棟
（
6
4
6
床
）
を
対
象
と
し

た
こ
と
か
ら
、
全
国
で
い
ち
早
く
取
り

組
ん
だ
施
設
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
述
の
通
り
、
私
の
場
合
は
目
標
を

持
っ
て
就
職
を
決
め
た
わ
け
で
は
な

く
、
病
院
薬
剤
師
と
し
て
就
職
し
た
後

に
仕
事
の
中
で
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
の
目
標
と
し
て
き
ま

し
た
。「
就
職
」
は
大
き
な
岐
路
で
あ

り
、
進
路
を
選
択
す
る
た
め
に
、
そ
れ

ま
で
の
努
力
の
積
み
重
ね
と
そ
の
結
果

に
基
づ
い
た
決
断
力
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。
し
か
し
現
実
は
全
て
が
希
望

し
た
通
り
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
如

何
に
そ
の
職
業
に
興
味
を
持
つ
か
が
重

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
就
職
」

は
そ
こ
で
終
わ
り
で
な
く
始
ま
り
で
あ

り
、
そ
の
先
に
ま
た
新
し
い
目
標
が
必

ず
あ
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
仕
事
を
丁

寧
に
こ
な
し
て
い
け
ば
、
必
ず
目
標
が

見
つ
か
り
ま
す
。
本
年
度
、
私
が
薬
剤

局
長
に
な
っ
て
初
め
て
新
人
の
女
性
薬

剤
師
を
3
名
採
用
し
ま
し
た
。
彼
女
た

ち
に
は
早
く
職
場
に
慣
れ
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
い
い
か
ら
、
目
標
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
与
え
ら

れ
た
課
題
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
自
発

的
に
発
想
し
た
課
題
を
目
標
と
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
恐
ら
く
「
就
職
」
し
た
こ

と
を
実
感
で
き
る
の
だ
と
、
私
は
そ
う

思
っ
て
い
ま
す
。
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略歴 Prof i le

2012年度徳島大学卒業 （修了）生の就職・各種国家試験合格状況について

2013年3月学部卒業者の就職率 大学93.9%
（うち国公立大学 95.3%）（2013年4月1日現在 / 5月17日文部科学省・厚生労働省発表）

2012年度学部卒業者 進学・就職状況（2013年5月現在）

2012年度各種国家試験等の合格状況

2012年度大学院修士 （博士前期）課程修了者 進学・就職状況 （2013年5月現在）

2012年度大学院博士 （博士後期）課程修了者 進学・就職状況 （2013年5月現在）

公務員合格者数 ※大学院生を含む

教員免許取得者数  ※大学院生を含む

学部卒業生
（医歯薬以外）の
産業別進路先

就職困難な社会情勢の中、
2012年度本学学部卒業生の就職率は 97.0%

卒業者数
進学者数
その他
就職希望者数
就職者数
就職率

総合科学部

合格者数（合格率） 合格者数

取得者数（延べ人数）

医学部 歯学部 薬学部 工学部
医学科 栄養学科 保健学科 歯学科 薬学科 昼間コース口腔保健学科 創製薬科学科 夜間主コース

266
39
39

188
184

97.9
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545
324

8
213
201

94.4

46
8
2

36
32

88.9

医師国家試験
歯科医師国家試験
管理栄養士国家試験
看護師国家試験
診療放射線技師国家試験
臨床検査技師国家試験
保健師国家試験
薬剤師国家試験
歯科衛生士国家試験
社会福祉士国家試験

修了者数
進学者数
その他
就職希望者数
就職者数
就職率

修了者数
進学者数
その他
就職希望者数
就職者数
就職率

国家公務員一般職
地方公務員
国税専門官　他

5  （総合科学部1、薬学部1、工学部3）

53（総合科学部16、薬学部4、工学部33）

2（総合科学部1、工学部1）

41（総合科学部41） 

108（総合科学部81、工学部27） 
13（医学部13） 

17（医学部17）

中学校 
高校 
養護教諭 
栄養教諭

86（89.6%）
51（83.6%）
45（97.8%）
66（100%）
29（80.6%）
18（100%）
75（100%）
41（91.1%）
16（100%）
16（94.1%）

総合科学教育部

医学研究科・医科学教育部

医科学教育部

栄養生命科学教育部

栄養生命科学教育部

保健科学教育部

保健科学教育部

口腔科学教育部

薬科学教育部口腔科学教育部

薬科学教育部

先端技術科学教育部

工学研究科
先端技術科学教育部
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3
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3
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3
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4
1
1
2
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0
6
4
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1
0
1
0
0

17
0

11
6
6
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11
0
4
7
5

71.4

31
0

20
11
10

90.9

サービス
1.1% サービス 3.9%

不動産・物品賃貸
2.7%

電気・ガス・熱供給・水道業
0.9%

学術研究、
専門・技術サービス 1.6%

宿泊業・飲食
2.2%

生活関連サービス
6.5%

生活関連サービス
1.3%

教育、学習支援
0.4%

複合サービス 2.5%

医療・福祉
3.8%

複合サービス
5.5%

運輸 2.7%

運輸 3.0%

※地方公務員は就職者数を示す

就職率 97.3%

就職率 86.2%

総合
科学部 工学部

製造
7.6%

情報通信
9.8%

情報通信
5.6%

教育、学習支援
14.1% 卸売・小売

19%

金融・保険
14.7%

公務 
8.7%

公務 
11.6%

建設
21.0%

製造
32.2%

不動産・物品賃貸
0.4%

学術研究、
専門・技術サービス 7.3%

宿泊業・飲食サービス
0.9%

卸売・小売 6.0%

金融・保険 3.0%


